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衆
議
院
議
員
高
山
智
司
君
提
出
高
速
道
路
会
社
管
理
の
高
速
道
路
料
金
の
決
定
・
変
更
に
つ
い
て
の
政
府
の
措
置
等
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
及
び
�
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
十
二
月
七
日
に
政
府
・
与
党
で
合
意
し
、
取
り
ま
と
め
た
「
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
（
以
下

「
政
府
・
与
党
合
意
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
「
地
域
の
活
性
化
、
物
流
の
効
率
化
、
都
市
部
の
深
刻
な
渋
滞
の
解

消
、
地
球
温
暖
化
対
策
等
の
政
策
課
題
に
対
応
す
る
観
点
か
ら
、
高
速
道
路
料
金
の
引
下
げ
（
中
略
）
な
ど
既
存
高
速
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
効
活
用
・
機
能
強
化
策
を
推
進
す
る
」
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
各
高
速
道
路
株
式
会
社
に

お
け
る
コ
ス
ト
縮
減
等
に
よ
る
更
な
る
経
営
の
合
理
化
へ
の
取
組
の
実
施
と
併
せ
、
国
の
い
わ
ゆ
る
道
路
特
定
財
源
を
活
用

し
て
二
兆
五
千
億
円
の
範
囲
内
で
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
の
債
務
を
国
が
承
継
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
政
府
・
与
党
合
意
に
基
づ
く
高
速
道
路
料
金
の
引
下
げ
と
そ
の
た
め
の
国
の
い
わ
ゆ
る
道
路
特
定
財
源
の

活
用
は
、
政
府
・
与
党
合
意
に
お
い
て
示
さ
れ
た
政
策
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
高
速
道
路
の
新
規
の
路
線

の
建
設
や
各
高
速
道
路
株
式
会
社
の
経
営
の
支
援
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化

一



そ

ご

の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
現
行
の
法
体
系
と
齟
齬
を
来
す
も
の
で
は
な
い
。

�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
社
会
実
験
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
活
性
化
、
物
流
の
効
率
化
、
都
市
部
の
深
刻
な
渋
滞
の
解
消
等
の
政
策
課
題

に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
社
会
実
験
ご
と
に
、
そ
の
目
的
や
内
容
に
合
わ
せ
て
高
速
道
路
料
金
の
割
引
率
、
割
引

を
実
施
す
る
期
間
、
割
引
の
適
用
区
間
等
を
設
定
し
、
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二


